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１．iPad 活⽤のポイント 
（１）本時の⽬標 
農産物の種類や分布に着⽬し、⽩地図にまとめることを通して、我が国の⾷料⽣産の特⾊を知ること
ができる。 
（２）活⽤アプリ 
ロイロノート Safari 
（３）GIGA 端末以外で利⽤した機器 
なし 
（４）アプリの活⽤場⾯と⽬的 
■ オンライン ■ オフライン 
授業での活⽤場⾯（授業概要） 
 特⾊が分かりやすい６つの農産物（⽶、キャベツ、トマト、みかん、りんご、乳⽜）の都道府県ご
との⽣産量のデータを読み取り、社会的な⾒⽅・考え⽅（分布）を働かせられるようにするために、
ロイロノート上の⽩地図にまとめた。 

そこで、グループ内で各⾃が調べる農産物の担当を決め、調べたことをロイロノートの共有ノート
（グループごと）にまとめることで、グループ内での共有をしやすくし、そこから気付いたことをグ
ループで話し合いやすくした。 

 
 

2．iPad 活⽤の画⾯例（写真等） 
 教師がロイロノート上で下図のようなシートを作成し⼦どもたちに配付した上で、⼦どもたちは地
図帳の統計資料（デジタル資料）などから農産物の⽣産量を読み取り、⽣産量がさかんな都道府県（３％
以上）に⾚丸をつけていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⼦どもたちがまとめた地図をグループごとに共有し、それぞれの農産物の分布から気付いたことを
話し合う場を設け、共有ノートに書き込んだ。（上の地図の農産物と対応） 

 
 
３．効果と課題 
（１）iPad（アプリ）を活⽤して効果的だった点 
⼀⻫学習 ■ 教師による教材の提⽰ 
個別学習 ▢ 個に応じた学習 ■ 調査活動 ▢ 思考を深める学習 
 ▢ 表現・制作 ▢ 家庭学習 ▢  
協働学習 ■ 発表や話し合い ■ 協働での意⾒整理 ▢ 協働制作 
 ▢ 学校間の交流 ▢ 家庭学習 ▢  
 本時のように、課題によっては⼦どもたちが iPad を使って⾃分でどんどん調べて、⽩地図にまとめ
ることができることを実感した。また、共有ノートを使うことにより、調べたことや意⾒を容易に共
有することができ、時間短縮を図ることができたとともに、グループで疑問や問いに対して考えて話
し合うことができた。 
（２）iPad（アプリ)を活⽤して課題に感じた点 
⼀⻫学習 ▢ 教師による教材の提⽰ 



個別学習 ▢ 個に応じた学習 ▢ 調査活動 ■ 思考を深める学習 
 ▢ 表現・制作 ▢ 家庭学習 ▢  
協働学習 ▢ 発表や話し合い ▢ 協働での意⾒整理 ▢ 協働制作 
 ▢ 学校間の交流 ▢ 家庭学習 ▢  
今回の実践を通して、iPad は意⾒を共有すること、つまり思考を広げることにおいては、とても使

い勝⼿のよいものだと感じている。ただし、今回のような共有のしかたでは個別に思考を深めていく
ことは難しく、思考を深められる問いと他の共有のしかたが必要である。様々な使い⽅を試しながら、
どんな場⾯でどんな使い⽅が適切なのかを⾒つけていきたい。 

 
 


